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［2面］「中小企業支援施策ガイド」無料配布中 ［3面］「土のう」を配付 ［7面］特集 近所で楽しめる！区内

の資料館・博物館・美術館等に行こう ［9面］清掃事務所臨時職員(アルバイト)募集

今号の
主な内容

ご
近
所
の
相
談
相
手

民
生
・
児
童
委
員
は
︑
皆
さ
ん
と

同
じ
地
域
で
暮
ら
す
区
民
の
方
で
す
︒

福
祉
︵
生
活
︑
高
齢
者
や
こ
ど
も
︑

障
害
の
こ
と
な
ど
︶
に
関
す
る
相
談

に
乗
り
︑
区
役
所
や
長
寿
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
︑
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
橋
渡
し
す
る
パ
イ
プ
役

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
︒

区
内
全
域
で
活
動
中

区
内
に
は
︑
�
月
�
日
現
在
︑
�

�
�
人
の
民
生
・
児
童
委
員
が
い
ま

す
︒
こ
ど
も
に
関
す
る
こ
と
を
専
門

に
扱
う
主
任
児
童
委
員
も

人
い
ま

18

す
︒
い
ず
れ
も
︑
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
特
別
職
の

地
方
公
務
員
で
す
︒
無
報
酬
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
︒

ま
ず
は
区
役
所
へ
問
合
せ
を

民
生
・
児
童
委
員
は
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
︒

お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す
る
民
生

・
児
童
委
員
に
つ
い
て
は
︑
区
役
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢問
福
祉
課
福
祉
係

☎
(
	
�


�
)


	
�


▲民生・児童委員は、あなたの味方です！(緑のエプロンの方々。南砂児童館での活動後に)

民生・児童委員の活動を紹介するパネル

展を開催します。会場には福祉に関する相

談や塗り絵ができるコーナー(各日16：00ま

で)を設置します。ぜひお越しください

▢時 5 月 27日 (火) 13：30〜 29日 (木) 16：

00※29日(木)を除き、終了は区役所閉庁時間

▢場 区役所2階区民ホール
▢問 福祉課福祉係☎3647-4318

▲車いすを使った研修活動 ▲東京都民生委員の
キャラクター｢ミンジー｣

民生・児童委員は、次のような活動を行って

います。

○高齢者や障害のある方の安否確認や見守り

○こどもたちへの声かけ

○妊娠や子育て、経済的困窮に関する相談

○区が3年に一度行う、ひとり暮らし等高齢者

世帯の訪問調査

○敬老祝金のお届け

○小中学校への訪問と行事への参加

○児童館や保健所が行う催しのお手伝い

○福祉をテーマにした自主的な研修活動

○こどもまつりや区民まつりへの参加 など

活活動動紹紹介介パパネネルル展展をを開開催催活動紹介パネル展を開催活動紹介パネル展を開催
5/27(火)〜29(木)5/27(火)〜29(木)

相談・訪問等さまざまに活動相談・訪問等さまざまに活動

◀本物の証明書には、民生委員
番号と区長名の印鑑が押され
ています。

民生・児童委員は、生活や子育てなど、福祉に関
するさまざまな問題に、皆さんの立場で相談に乗っ
ています。暮らしの中で、｢ちょっと困った｣｢誰か
に話を聞いてもらいたい｣ことがあれば、お気軽に
ご相談ください。

民生・児童
委員バッジ

子育ての相談ができる人

が身近にいて、とても頼

もしいです！(20歳代)

一
人
暮
ら
し
で
心
細

い
の
で
︑
民
生
委
員

さ
ん
が
定
期
的
に
訪

問
し
て
く
れ
て
助
か

り
ま
す
(

歳
代
)
︒

80

最
近
物
騒
だ
し
︑
訪
問

に
来
る
人
が
本
当
に
民

生
・
児
童
委
員
な
の
か

不
安
で
す
⁝

民
生
・
児
童
委
員
は
︑
全
国

統
一
の
バ
ッ
ジ
を
身
に
付
け

て
い
ま
す
︒
訪
問
時
に
は
︑

顔
写
真
が
付
い
た
﹁
民
生
委

員
・
児
童
委
員
証
明
書
﹂
も

携
帯
し
て
い
ま
す
︒

民
生
・
児
童
委
員
は
︑
相
談

内
容
に
つ
い
て
︑
秘
密
を
守

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
！相

談
内
容
が
ご
近
所

に
知
ら
れ
て
し
ま
わ

な
い
か
心
配
だ
わ
⁝
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3631-7580森下1-16-11(株)シラカワ・サービス

電話所在地店名

大島6-1-2-108サイクルショップりんりん大島

3630-1882永代2-31-9(有)葵ホンダ

3641-6478白河3-3-14信興産業

3644-7737東砂4-22-8玉田輪店

3682-2729大島8-42-10佐藤自転車店

3638-6565

3521-3006辰巳1-2-9-106(有)タツミサイクル

5639-9211冬木15-9自転車やりんりん門前仲町店

3638-1974大島4-1-7-107サイクルセンターニシヤマ

5836-1901亀戸6-55-17自転車やりんりん亀戸店

3631-2506毛利1-7-1中野サイクル商会

3681-9221大島5-6-12(有)和光輪業商会

生
活
保
護
は
︑
憲
法
第

条
の
定

25

め
に
基
づ
き
︑
現
に
暮
ら
し
に
困
っ

て
い
る
国
民
の
誰
も
が
受
け
ら
れ
ま

す
︒
﹁
病
気
や
け
が
な
ど
で
収
入
が

な
い
﹂
﹁
働
い
て
い
て
も
収
入
が
少

な
い
﹂
な
ど
︑
生
活
費
や
住
宅
費
︑

医
療
費
等
に
困
っ
て
い
る
方
に
そ
の

不
足
分
を
補
う
と
と
も
に
︑
自
力
で

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
援
助
し
ま
す
︒

生
活
保
護
は
︑
国
の
決
め
た
保
護

基
準
︵
最
低
生
活
費
︶
と
そ
の
世
帯

の
収
入
を
比
較
し
て
︑
収
入
が
保
護

基
準
を
下
回
る
場
合
に
︑
不
足
す
る

分
が
支
給
さ
れ
ま
す
︒

た
だ
し
︑
次
の
よ
う
な
場
合
は
︑

各
世
帯
に
応
じ
た
努
力
を
︑
生
活
保

護
に
優
先
し
て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
︒

○
預
金
や
土
地
な
ど
の
資
産
は
活
用

す
る

○
働
け
る
人
は
能
力
に
応
じ
て
働
く

○
親
子
︑
兄
弟
姉
妹
な
ど
か
ら
で
き

る
だ
け
援
助
を
受
け
る

○
年
金
や
各
種
手
当
な
ど
他
の
法
律

な
ど
の
給
付
を
活
用
す
る

相
談
窓
口
を
変
更

こ
れ
ま
で
生
活
相
談
の
窓
口
は
︑

深
川
地
区
は
保
護
第
一
課
︑
城
東
地

区
は
保
護
第
二
課
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
︑
�
月
か
ら
城
東
地
区
の
う
ち

東
砂
�
～
�
丁
目
︑
南
砂
︑
新
砂
に

つ
い
て
は
相
談
窓
口
が
保
護
第
二
課

か
ら
保
護
第
一
課
に
変
更
に
な
っ
て

い
ま
す
︒
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

▢問
保
護
第
一
課
︵
区
役
所
�
階
24

番
︶

☎
(
	
�
�


)
	
�

�

保
護
第
二
課
︵
大
島
�
︱



︱

�
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
�
階
︶

☎
(
	
�
	
�
)
�
�

�

区
で
は
︑
区
内
中
小
企
業
に
永
年

勤
務
し
て
い
る
方
で
︑
人
格
︑
勤
務

成
績
が
優
れ
︑
他
の
模
範
と
な
る
従

業
員
の
方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
︒
該

当
す
る
従
業
員
が
い
る
事
業
主
の
方

は
︑
ご
推
薦
く
だ
さ
い
︒

﹇
表
彰
の
種
類
お
よ
び
対
象
﹈

○

年
表
彰

10勤
務
年
数
が

年
以
上

年
未
満

10

20

○

年
表
彰

20勤
務
年
数
が

年
以
上

年
未
満

20

30

○

年
表
彰

30

勤
務
年
数
が

年
以
上

年
未
満

30

40

○

年
表
彰

40勤
務
年
数
が

年
以
上

40

※
勤
務
年
数
は
平
成

年
�
月
�
日

26

現
在
の
満
年
数

﹇
推
薦
方
法
﹈
事
業
主
と
所
属
す
る
商

工
団
体
の
長
と
の
連
名
で
推
薦
し
て

く
だ
さ
い
︒
た
だ
し
商
工
団
体
に
所

属
し
て
い
な
い
事
業
所
は
︑
事
業
主

の
推
薦
で
推
薦
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
︒
推
薦
書
は
経
済
課
︵
区
役
所

�
階

番
︶
に
あ
り
ま
す
︵
区
ホ
ー

29

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
︶
▢締
�

月

日
︵
月
︶
必
着

30

﹇
被
表
彰
者
の
決
定
﹈
審
査
委
員
会
で

決
定
﹇
表
彰
式
﹈
▢時
�
月


日
︵
金
︶

午
後
�

時
︵
予
定
︶

▢場
テ
ィ
ア
ラ

こ
う
と
う
大
会
議
室
︵
住
吉
�
︱

28

︱

︶
36▢問

経
済
課
産
業
振
興
係

☎
(
	
�
�
�
)
�
	
	
�

�
歳
未
満
の
こ
ど
も
を
自
動
車
に

乗
せ
る
場
合
︑
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
使
用
が
道
路
交
通
法
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た

歳
未
満
の

13

児
童
・
幼
児
の
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
は
努
力
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
︒

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
レ
ン
タ
ル

あ
っ
せ
ん

平
成

年
に
行
わ
れ
た
全
国
調
査

25

で
は
︑
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

率
は
約

％
で
︑
着
用
率
の
向
上
が

60

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
平

成

年
の
交
通
事
故
統
計
で
は
︑
チ

24
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
未
使
用
の
場
合
の

死
亡
重
症
率
は
使
用
し
た
場
合
と
比

べ
て
約
�
・
�
倍
︑
不
適
正
な
使
用

に
よ
る
死
亡
重
傷
率
は
適
正
に
使
用

し
た
場
合
の
約
�
・


倍
と
な
っ
て

い
ま
す
︒
安
全
確
保
の
た
め
に
は
︑

こ
ど
も
の
体
格
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
選
び
︑
正
し
く
取
り
付

け
て
使
用
し
て
は
じ
め
て
効
果
が
あ

り
ま
す
︒

区
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
レ
ン
タ

ル
あ
っ
せ
ん
事
業
で
は
︑
通
常
料
金

の
最
大

％
引
き
の
特
別
価
格
で
レ

25

ン
タ
ル
で
き
る
だ
け
で
な
く
︑
専
門

業
者
が
ご
自
宅
ま
で
お
伺
い
し
て
無

料
で
取
り
付
け
を
行
い
︑
適
切
な
使

用
方
法
を
説
明
し
ま
す
︒
ま
た
出
産

前
の

日
間
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

15

す
れ
ば
︑
母
子
退
院
の
際
す
ぐ
に
使

用
で
き
ま
す
︒
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
︒▢人

江
東
区
在
住
の
方
※
区
内
在
住

で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
く
だ
さ
い

▢申
電
話
で
︵
株
︶
愛
育
ベ
ビ
ー

☎

�
�

(
	



)


�


︵
一
般
固
定
電
話
︶

☎

�
�
(
�
�
�
)
�
�
�
�

︵
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
︶

児
童
・
幼
児
用
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ

ト
購
入
あ
っ
せ
ん

東
京
都
の
調
べ
に
よ
る
と
︑
自
転

車
の
幼
児
座
席
乗
車
中
に
こ
ど
も
が

け
が
を
し
た
︑
あ
る
い
は
し
そ
う
に

な
っ
た
経
験
が
あ
る
人
は
全
体
の
約

％
︑
こ
ど
も
が
最
も
大
き
な
け
が

55を
し
た
部
位
は
頭
部
で
全
体
の

％
60

を
占
め
て
い
ま
す
︒

区
で
は
こ
ど
も
の
安
全
確
保
を
推

進
す
る
た
め
︑
区
内
の
自
転
車
販
売

店
に
協
力
い
た
だ
き
︑
購
入
の
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
店
舗
に
よ

り
店
頭
価
格
か
ら
の
割
引
︑
ポ
イ
ン

ト
の
付
与
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ

ま
す
︒

▢人
江
東
区
在
住
の
方

▢申
直
接
別
表
の
あ
っ
せ
ん
事
業
推

奨
店
舗
へ
※
購
入
時
に
︑
区
内
在
住

で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
を
ご
提
示

く
だ
さ
い

▢問
交
通
対
策
課
交
通
係

☎
(
	
�
�
�
)
�
�
�
�

業
者
の
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
一
冊
置

い
て
︑
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
︒

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
︒

﹇
配
布
場
所
﹈
経
済
課
︵
区
役
所
�
階

区
で
は
中
小
企
業
や
商
店
街
へ

の
支
援
策
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
﹁
中
小
企
業
支
援
施
策
ガ
イ

ド
﹂
を
︑
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
︒

各
種
補
助
事
業
︑
商
工
相
談
︑
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
︑
区
の
事
業
を
ま
と

め
て
紹
介
し
た
小
冊
子
で
す
︒
事

番
︶
︑
産
業
会
館
︵
東
陽
�
︱




29︱

︶
︑
各
出
張
所

▢費
無
料

18▢問
経
済
課
産
業
振
興
係

☎
(
	
�
�
�
)
�
	
	
�

℻

(
	
�
�
�
)
�
�
�
�

区
は
︑
昨
年

月
に
高
齢
者
の
日

11

常
生
活
や
健
康
状
態
︑
生
き
が
い
や

地
域
参
加
に
対
す
る
意
識
な
ど
︑
生

活
実
態
等
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
︒

調
査
は
︑
﹁
日
常
生
活
圏
域
別
高

齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
﹂
﹁
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
意
向
調
査
﹂
﹁
在
宅
生
活

継
続
意
向
調
査
﹂
﹁
定
額
居
宅
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
調
査
﹂
に
つ
い
て
行
い

ま
し
た
︒

高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
︑
介
護

予
防
対
象
者
︑
軽
度
要
介
護
者
お
よ

び
そ
れ
以
外
の

歳
以
上
の
方
�
︑

65




人
を
対
象
に
実
施
︒
﹁
ご
自

身
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
﹂
︵
﹁
健
康

で
あ
る
﹂
と
い
う
回
答
が

％
︶
な

63

ど
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
︒

ま
た
︑
﹁
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

意
向
調
査
﹂
は
︑
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
�
︑
�


人
を
対
象
に

実
施
︒
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満

足
度
に
つ
い
て
は
︑
各
サ
ー
ビ
ス
と

も

％
前
後
が
﹁
満
足
﹂
な
ど
の
回

90
答
を
得
ま
し
た
︒

調
査
結
果
は
計
画
改
定
等
に
活
用

調
査
結
果
は
︑
今
後
行
う
﹁
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
﹂
﹁
介
護
保
険
事

業
計
画
﹂
の
改
定
と
︑
今
後
の
高
齢

者
施
策
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
き

ま
す
︒

調
査
結
果
報
告
書
は
︑
福
祉
課
施

設
整
備
支
援
係
︵
区
役
所
	

階
�

番
︶
︑
介
護
保
険
課
庶
務
係
︵
区
役

所
	
階
�
番
︶
︑
こ
う
と
う
情
報
ス

テ
ー
シ
ョ

ン
︵
区
役
所
�

階
︶
︑
区

内
各
図
書
館
・
長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
・
長
寿
サ
ポ
ー
ト
ま
た
は
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
︒

▢問
福
祉
課
施
設
整
備
支
援
係

☎
(
	
�
�
�
)
�
	
	
�

介
護
保
険
課
庶
務
係

☎
(
	
�
�
�
)
�
�
�
�
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凡

例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金に関するお問い合わせは、相談窓口またはコールセンターへ［相談窓口開設場所］江東区文化センター2階(東陽

4-11-3)▢問コールセンター☎3647-4596(いずれも月〜金曜の9：00〜17：15※祝日は除く)

環境月間にエコを学ぼう！
6月は環境月間です。1972年6／5にスウ

ェーデンのストックホルムで開かれた

｢国連人間環境会議｣を記念して環境の日

が定められ、日本では6月を環境月間と

して、全国各地で環境イベントが開かれ

ます。6／1(日)には｢第7回江東区環境フ

ェア｣を開催します。イベントや講座に

参加して環境について考えてみましょう

▢時 ▢内 下表のとおり ▢場 えこっくる江

東(潮見1-29-7)▢申 5／15(木)9：00から電
話でえこっくる江東☎3644-7130

�
月

どなたでも(小
学生以下は保護
者同伴)

なし無料

みどりのカーテンを栽培し、
育て方や肥料などでお悩みの
方向けに相談会を開催します。
開催時間中はいつでも相談出
来ます▢場 江東区役所2階ロ
ビー▢申 当日直接会場へ

6／12(木)
10：00〜
16：00

みどりのカー
テン講座「み
どりのカーテ
ン相談会」

弁当、飲み物、お
やつ、おむつ、着
替え、レジャー
シート、雨具等

300円

持ち物費用講座名

6／22(日)
9：30〜
12：00

佐々 木 洋 の
「わくわく生
きものたんけ
ん隊」(単発参
加)

近隣の公園へ出かけ、五感を
使った遊びを通して自然とふ
れあいます▢師 西直人(リー
ドクライム㈱)

内容

6／29(日)
13：30〜
15：30

親子でチャレ
ンジ・サイエ
ンス講座「食
品で作る虹色
シャボン玉」

みんなで石けんを研究して、
マイ石けんを作ります。

6／15(日)
13：30〜
15：30

親子でチャレ
ンジ・サイエ
ンス講座「マ
イ石けんづく
り」

年長児から小学
生と保護者20組
40人(申込順)

飲み物、筆記用具、
ぼうし、雨具等

無料

自然案内人と一緒に親子で身
近な自然を探検しながら、自
然観察をします▢師 佐々木洋
(プロ・ナチュラリスト)

6／13(金)
10：00〜
16：00

小学生と保護者
15組30人(申込
順)

手ふきタオル
400円
(1組)

親子一緒には
じめての自然
遊び
〜2歳児クラ
ス〜

手ふきタオル
400円
(1組)

6／12(木)
10：30〜
12：30

食品を素材に虹色の大きなシ
ャボン玉を作ります。

日程

特に記載のない講座は、対象者以外の方(乳幼児等)の入室(参加)はできません。

小学生と保護者
15組30人(申込
順)

2歳児と保護者
12組(申込順、
保護者2人まで)

対象

ひ
き
こ
も
り
支
援
講
演
会

ひ
き
こ
も
り
の
若
者
の
た
め
に
︑

家
族
や
ま
わ
り
の
支
援
者
は
ど
う
接

す
れ
ば
良
い
の
か
︑
み
ん
な
で
考
え

解
決
策
を
見
つ
け
る
講
演
会
で
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
午
後
�
時
～

17

�
時

▢場
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▢人
ど

な
た
で
も

人
︵
先
着
順
︶

▢費
無

30

料

▢師
三
森
睦
子
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
星

槎
教
育
研
究
所
︶

▢申
当
日
直
接
会

場
へ▢問

青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
	


�
)

�
�
�

ひ
き
こ
も
り
等
相
談
会

専
門
知
識
と
経
験
が
あ
る
相
談
員

が
︑
個
別
対
応
に
よ
る
面
談
ま
た
は

電
話
相
談
を
開
催
し
ま
す
︒
若
者
が

次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
手
助

け
を
行
い
ま
す
︒

▢時
�

月

日
︵
水
︶
︑
	

月

日

21

11

︵
水
︶
午
後
�

時
～
	

時

▢場
青
少

年
セ
ン
タ
ー

▢人
区
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
お
お
む
ね

歳
～

歳
ま

15

35

で
の
方
と
そ
の
保
護
者



人
程
度

▢費
無
料

▢内
個
別
面
談
︑
電
話
相

談
︑
専
門
機
関
の
紹
介

▢師
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
星
槎
教
育
研
究
所
相
談
員

▢申
面
談
の
場
合
は
開
催
日
前
日
ま

で
に
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
星
槎
教
育

研
究
所

☎
�

�
(
�
�
�
�
)
	



�

▢問
青
少
年
セ
ン
タ
ー
︵
亀
戸

︱

︱

︶
☎
(
�
	


�
)

�
�
�

41

16

東
京
都
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
訪
問
相
談
の
開
始

東
京
都
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
ネ

ッ
ト
で
は
︑
	
月
�
日
︵
月
︶
か
ら

従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
電
話
相
談
・

メ
ー
ル
相
談
に
加
え
て
︑
ひ
き
こ
も

り
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
ご
家
庭
を

訪
問
し
︑
相
談
に
応
じ
る
事
業
を
開

始
し
ま
す
︒

▢人
都
内
在
住
で
︑
	
か
月
以
上
ひ

き
こ
も
り
の
状
態
が
続
い
て
い
る
︑

義
務
教
育
終
了
後
の
お
お
む
ね

歳
15

以
上
～

歳
ま
で
の
方

▢費
無
料

34

︵
関
係
機
関
は
有
料
の
場
合
あ
り
︶

▢内
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
へ
の
訪
問

相
談
お
よ
び
関
係
機
関
へ
の
紹
介

▢申
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た

は
窓
口
で
☎
︵
�
	


�
︶

�
�
�

▢問
東
京
都
青
少
年
・
治
安
対
策
本

部
青
少
年
課☎

(
�
�




)
�
�
�


▢
h
ttp
:/
/
w
w
w
.h
ik
ik
o
m
o
ri-

HPto
k
y
o
.jp
/

﹁
定
年
退
職
を
し
て
か
ら
何
か
を

始
め
た
い
﹂
﹁
自
分
の
住
む
地
域
に

貢
献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
﹂
な
ど

考
え
て
い
る
シ
ニ
ア
の
た
め
の
講
座

で
す
︒

地
域
活
動
で
は
︑
こ
れ
ま
で
の
社

会
生
活
で
得
た
知
識
や
経
験
を
生
か

せ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
︒

ま
た
︑
多
く
の
仲
間
と
の
出
会
い
や
︑

新
た
な
自
分
を
発
見
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
︒

﹁
ま
ず
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
﹂

﹁
何
か
に
挑
戦
を
し
た
い
﹂
と
い
っ

た
考
え
を
お
持
ち
の
方
︑
本
セ
ミ
ナ

ー
で
仲
間
を
見
つ
け
︑
地
域
に
つ
な

が
る
き
っ
か
け
を
探
し
て
み
ま
せ
ん

か
︒▢時

	
月

日
～

月

日
︵
隔
週

17

29

火
曜
全
�
回
︶
午
後
	
時
半
～


時

半

▢場
区
役
所
ま
た
は
江
東
区
文
化

セ
ン
タ
ー
︵
回
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
︶

▢人
お
お
む
ね

～

代
の
区
民
お

50

70

よ
び
区
内
在
勤
の
方

人
︵
申
込
順
︶

30

▢費
無
料

▢内
左
表
の
と
お
り

▢師

北
浦
正
代
︵
㈶
健
康
・
生
き
が
い
開

発
財
団
認
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
︶

▢申
�
月

日
︵
金
︶
か
ら
高
齢
者

16

支
援
課
地
域
福
祉
係
︵
区
役
所
�
階

�
番
︶
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
�
	
�

)
�
�
	



※
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
︒

仕
事
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
て

も
︑
い
ざ
始
め
て
み
よ
う
と
思
う
と
︑

不
安
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
︒

こ
の
講
座
で
は
︑
�
回
目
に
今
ま
で

の
自
分
を
見
つ
め
直
し
︑
自
分
自
身

の
状
況
や
気
持
ち
を
整
理
し
ま
す
︒

�
回
目
に
は
︑
同
じ
よ
う
な
状
況
か

ら
仕
事
を
探
し
︑
現
在
働
い
て
い
る

方
に
実
体
験
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま

す
︒

▢時
	
月

日
・

日
︵
火
曜
全
�

10

17

回
︶
午
後
�
時
～
�
時

▢場
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

▢人
仕
事
を

始
め
た
い
女
性

人
︵
抽
選
※
�
回

30

と
も
参
加
で
き
る
方
を
優
先
︶

▢費

無
料

▢師
小
澤
佳
代
子
︵
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
︶

▢保
幼
児
︵
�

歳

	
か
月
～
就
学
前
ま
で
︶

人
程
度

10

︵
無
料
・
申
込
時
要
予
約
︶

▢締
�
月

日
︵
木
︶
必
着

29
▢申
�
月

日
︵
木
︶
か
ら
電
話
︑

15

窓
口
ま
た
は
︑
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑

は
が
き
に
①
講
座
名
②
氏
名
・
フ
リ

ガ
ナ
③
生
ま
れ
年
④
性
別
⑤
郵
便
番

号
・
住
所
⑥
電
話
番
号
⑦
フ
ァ
ク
ス

番
号
⑧
保
育
希
望
の
有
無
︵
希
望
の

場
合
は
︑
お
子
さ
ん
の
氏
名
・
フ
リ

ガ
ナ
・
生
年
月
日
・
性
別
・
さ
く
ら

ん
ぼ
保
育
室
利
用
経
験
の
有
無
︶
を

記
入
し
︑
〒

︱

扇
橋
�
︱

︱

135

0011

22

�
︵
パ
ル
シ
テ
ィ
江
東
内
︶
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
へ

☎
(
�
	


�
)
�
�
�
�

℻

(
�
	


�
)
�
�
�
�

	
月
ご
ろ
か
ら
梅
雨
︑
台
風
の

季
節
を
迎
え
ま
す
︒
昨
今
は
排
水

能
力
を
超
え
る
短
時
間
集
中
豪
雨

に
よ
り
︑
道
路
冠
水
等
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
︒
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
備
え
を
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
︒
水
害
に
備
え
る
た

め
︑
日
ご
ろ
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情

報
を
確
認
し
︑
気
象
の
変
化
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
︒

﹁
土
の
う
﹂
は
区
指
定
日
に
配
送

区
で
は
浸
水
被
害
を
防
ぐ
た
め
︑

	
月
か
ら

月
に
毎
月
﹁
土
の
う
﹂

10

を
希
望
者
に
配
付
し
ま
す
︒
台
風

接
近
時
等
の
当
日
を
含
む
直
前
対

応
は
困
難
で
す
の
で
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

※
配
付
し
た
土
の
う
は
個
人
で
日

常
管
理
・
不
要
時
の
処
分
を
お
願

い
し
ま
す
︒
ま
た
︑
土
の
う
を
お

持
ち
の
方
で
︑
袋
が
破
損
し
て
い

る
場
合
は
袋
の
み
の
配
付
も
行
っ

て
い
ま
す
︒
な
お
︑
多
量
の
場
合

等
︑
配
送
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
︒

﹇
�

月
受
付
分
の
配
送
日
﹈
	
月
上

旬
の
区
が
指
定
す
る
日

▢申
�
月

日
︵
金
︶
ま
で
に
電

30

話
で
河
川
公
園
課
工
務
係

☎
(
�
	
�

)
�
�
�



地域社会と上手に付

き合う方法とは〜人

付き合いのコツ、仲

間づくりの方法〜

④

③

②

高齢社会の現状につ

いて〜豊かな老後を

迎えるためには〜

①

テーマ

地域活動で生きがい

を見つける〜生きが

いにつながる活動を

見つけよう〜

講座のまとめ 地域

活動経験者とともに

グループ討論・ボラ

ンティア登録制度に

ついて〜仲間ととも

に地域への第一歩を

踏み出そう！〜
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코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

毎週水曜、区役所本庁舎の窓口時間を午後7時まで延長しています。取り扱い業務の詳細については各担当窓口へご確認ください。

わ
が
子
は
中
学
�
年
生
に
な
り
︑

�
か
月
が
経
ち
ま
し
た
︒
た
く
さ

ん
の
友
達
に
囲
ま
れ
て
︑
毎
日
が

楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
よ
う
で
す
︒

で
も
︑
親
の
目
か
ら
見
る
と
︑
勉

強
だ
け
で
な
く
日
常
生
活
の
ゆ
る

み
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
あ
り
ま

せ
ん
︒

朝
か
ら
晩
ま
で
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
気
も
そ
ぞ
ろ
⁝

こ
の
春
︑
﹁
み
ん
な
が
持
っ
て

い
る
﹂
と
懇
願
さ
れ
て
︑
こ
ど
も

の
携
帯
電
話
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
機
種
変
更
し
ま
し
た
︒
使
い
方

や
そ
の
時
間
帯
︑
学
校
の
規
則
等

の
約
束
を
し
た
の
で
す
が
︑
い
つ

の
間
に
か
こ
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム

に
流
さ
れ
て
黙
認
状
態
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
︒
好
き
だ
っ
た
本

を
開
く
姿
を
見
か
け
な
く
な
り
︑

今
は
食
事
時
で
さ
え
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
手
元
に
置
い
て
気
に
し
て

い
ま
す
︒

さ
ら
に
︑
夜
更
か
し
が
多
く
な

り
︑
今
朝
も
登
校
時
間
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
起
き
て
き
ま
せ
ん
︒
心
配
で

声
を
か
け
る
と
︑
い
つ
も
不
機
嫌

そ
う
に
﹁
大
丈
夫
！
﹂
と
言
う
だ

け
で
す
︒

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ラ

イ

ン

な
ど
の
つ
な
が
り

に
熱
中

い
ま
︑
こ
ど
も
た
ち
の
心
を
つ

か
ん
で
離
さ
な
い
の
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
す
︒

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
は
︑
携
帯
電
話
に

登
録
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
を
ベ

ー
ス
に
︑
友
だ
ち
と
連
絡
の
や
り

と
り
な
ど
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
す
︒

こ
の
︑
簡
単
で
瞬
時
に
つ
な
が

る
無
料
の
﹁
会
話
﹂
は
︑
彼
ら
を

夢
中
に
さ
せ
ま
す
︒
し
か
し
︑
つ

い
つ
い
会
話
に
熱
中
し
︑
夜
が
明

け
る
ま
で
延
々
と
続
け
て
し
ま
う

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
︒
返
信
し

な
い
と
無
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
︑
そ
の
対
応
に
神
経
を
遣
っ

て
い
ま
す
︒

さ
ら
に
︑
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
仲
間
の

声
か
け
や
反
応
は
心
地
よ
く
︑
今

の
自
分
は
認
め
ら
れ
支
持
さ
れ
て

い
る
と
勘
違
い
を
し
ま
す
︒
そ
の

思
い
込
み
が
﹁
自
分
は
大
丈
夫
﹂

と
い
う
不
確
か
な
自
信
を
生
み
︑

日
常
生
活
は
崩
れ
て
い
き
ま
す
︒

親
と
し
て
は
︑
つ
ぎ
の
よ
う
な

対
応
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
︒

○
ス
マ
ホ
依
存
が
目
に
余
っ
た
ら
︑

冷
静
に
現
状
を
話
し
︑
今
後
の

約
束
事
等
を
再
確
認
す
る
︒

○
わ
が
子
の
友
達
の
保
護
者
と
横

の
連
携
を
図
り
︑
親
と
し
て
の

悩
み
や
共
通
の
ル
ー
ル
を
話
し

合
う
︒

○
そ
れ
で
も
改
ま
ら
な
い
時
は
︑

担
任
や
学
校
を
信
頼
し
現
状
を

正
直
に
相
談
し
︑
指
導
を
依
頼

す
る
︒

▢問
庶
務
課
社
会
教
育
担
当

☎
(
�
�
	


)
�
�


�

平
成

年
度
は
有
形
文
化
財
︵
建

25

造
物
︶

件
︑
有
形
民
俗
文
化
財


件
を
指
定
し
ま
し
た
︒

指
定
さ
れ
た
の
は
︑
﹁
繁
栄
稲
荷

神
社
本
殿
﹂
︵
木
場
�
︶
と
︑
﹁
庚
申

塔

寛
文
元
年
在
銘
﹂
︵
北
砂
�
︶

で
す
︒

繁
栄
稲
荷
神
社
本
殿
は
︑

世
紀

19

中
期
の
安
政
	
年
︵

�
�


︶
ご

ろ
に
建
造
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
江

東
区
内
で
は
希
少
な
近
世
木
造
建
築

で
す
︒
本
殿
は
︑
明
治

年
に
大
丸

44

と
親
交
が
深
か
っ
た
根
津
嘉
一
郎
邸

︵
港
区
青
山
︶
に
移
さ
れ
た
た
め
︑

幸
運
に
も
関
東
大
震
災
︑
空
襲
の
難

を
逃
れ
ま
し
た
︒
昭
和

年
︑
大
丸

36

に
返
還
さ
れ
て
旧
地
に
近
い
現
在
地

に
戻
り
ま
し
た
︒
移
築
に
際
し
て
は

で
き
る
か
ぎ
り
旧
材
を
使
用
し
た
と

思
わ
れ
︑
全
体
的
に
当
初
の
部
材
を

よ
く
残
し
て
い
ま
す
︒
構
造
形
式
は
︑

装
飾
要
素
が
向
拝
に
集
中
し
︑
そ
の

細
部
も
江
戸
末
期
の
意
匠
の
特
徴
を

良
く
示
し
て
い
ま
す
︒

寛
文
元
年
在
銘
の
庚
申
塔
は
︑
庚

申
塔
と
し
て
は
江
東
区
内
で
�
番
目

に
古
い
年
代
の
も
の
で
︑
型
式
か
ら

み
て
も
区
内
に
現
存
す
る
数
少
な
い

事
例
で
す
︒

ま
た
︑
人
名
や
願
文
な
ど
の
刻
銘

は
な
い
た
め
造
立
者
は
不
明
で
す
が
︑

現
在
︑
志
演
神
社
に
は
︑
ほ
か
に
も

八
右
衛
門
新
田
の
村
民
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
た
庚
申
塔
が

�
基
あ
り
ま
す
︒
こ
の
よ
う

に
八
右
衛
門
新
田
に
縁
の
あ
る

庚
申
塔
が
志
演
神
社
に
集
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
本
庚
申

塔
も
八
右
衛
門
新
田
と
の
関
係

が
推
測
さ
れ
ま
す
︒

平
成

年
度
に
指
定
・
登
録

25

さ
れ
た
文
化
財
は
別
記
の
通
り

で
す
︒

な
お
︑
区
指
定
無
形
文
化
財

︵
工
芸
技
術
︶
保
持
者
の
須
田

富
雄
さ
ん
︵
ガ
ラ
ス
工
︵
江
戸

切
子
︶
︶
と
︑
渡
邉
美
壽
雄
さ

ん
︵
木
工
︵
彫
刻
︶
︶
が
ご
逝
去

さ
れ
︑
保
持
者
認
定
が
解
除
さ

れ
︑
江
戸
切
子
は
文
化
財
指
定

も
解
除
さ
れ
ま
し
た
︒

▢問
文
化
観
光
課
文
化
財
係

☎
(
�
�
	


)
�
�

�

教
育
委
員
会
で
は
︑
﹁
東
都
三
十

三
間
堂
旧
記

五
﹂
と
﹁
江
東
区
文

化
財
研
究
紀
要

第
十
八
号
﹂
を
刊

行
し
ま
し
た
︒

﹁
東
都
三
十
三
間
堂
旧
記

五
﹂

深
川
に
あ
っ
た
三
十
三
間
堂
に
関

す
る
記
録
で
す
︒
京
都
の
三
十
三
間

堂
を
模
し
て
浅
草
に
造
ら
れ
︑
の
ち

深
川
に
移
転
し
ま
し
た
︒

本
巻
に
は
︑
堂
守
を
務
め
た
鹿
塩

氏
が
︑
明
和
�
年
︵



�
�
︶
に

大
風
雨
で
倒
壊
し
た
建
物
の
再
建
を

幕
府
に
願
い
上
げ
︑
承
認
さ
れ
た
経

緯
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
︒
そ
こ
か

ら
︑
経
費
の
一
部
は
幕
府
が
︑
残
り

は
各
藩
に
割
り
当
て
ら
れ
た
こ
と
な

ど
が
わ
か
り
ま
す
︒

﹇
規
格
﹈
Ｂ
�
判
︑

�
�
頁

﹇
価
格
﹈

︑
�
�
�
円

﹁
江
東
区
文
化
財
研
究
紀
要

第
十
八
号
﹂

江
東
区
の
歴
史
・
文
化
財
の
研
究

や
報
告
を
内
容
と
す
る
雑
誌
で
︑
本

号
に
は
�
本
を
掲
載
し
ま
し
た
︒
小

特
集
と
し
て
幕
末
に
幕
府
に
よ
り
築

造
さ
れ
た
越
中
島
砲
台
跡
︵
区
登
録

史
跡
︶
の
調
査
成
果
を
報
告
と
論
文

で
掲
載
し
︑
そ
の
ほ
か
は
深
川
猟
師

町
の
再
編
問
題
︑
﹁
逆
井
の
渡
し
﹂

の
橋
梁
化
を
め
ぐ
る
動
向
︑
人
足
寄

場
に
関
わ
る
動
向
を
題
材
と
し
た
も

の
で
す
︒

﹇
規
格
﹈
Ｂ
�
判
︑

頁
84

﹇
価
格
﹈


�
�
円

※
い
ず
れ
も
﹇
頒
布
場
所
﹈
文
化
観

光
課
文
化
財
係
︵
区
役
所
	
階

番
︶
︑

32

こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
︵
区

役
所
�
階
︶
︑
芭
蕉
記
念
館
︵
常
盤


︱

�
︱

�
︶
︑
深
川
江
戸
資
料
館
︵
白

河

︱

�
︱

︶
︑
中
川
船
番
所
資

28

料
館
︵
大
島
�
︱


︱

︶
15

▢問
文
化
観
光
課
文
化
財
係

☎
(
�
�
	


)
�
�

�

登録文化財 �件

指定文化財 �件

［有形民俗文化財］

○庚
こう

申
しん

塔
とう

寛
かん

文
ぶん

元年在銘(北砂2)

〔有形文化財(建造物)〕

○繁
はん

栄
えい

稲荷
いなり

神
じん

社
じゃ

本
ほん

殿
でん

(木場2)

〔無形文化財(工芸技術)〕

○帯
おび

製
せい

作
さく

保持者 杉浦正雄さん

〔有形文化財(建造物)〕

○石
せき

造
ぞう

鳥
とり

居
い

明治45年在銘
(亀戸3 天祖神社)

︹
有
形
文
化
財
(
建
造
物
)
︺

○
石せ
き

造ぞ
う

燈と
う

籠ろ
う

明
治

年
在
銘

33

(
亀
戸

天
祖
神
社
)

3

︹
有
形
文
化
財
(
建
造
物
)
︺

○
石せ

き

造ぞ
う

燈と
う

籠ろ
う

大
正

年
在
銘
一
対

6

(
亀
戸

天
祖
神
社
)

3

｢
大
丈
夫
⁝
｣じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
︒ス
マ
ホ

20
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